
　平素は当院との地域医療連携にご理解、ご協力をいただき、誠にありがとうござ
います。病診連携の大切なツールとして衣浦定住自立圏（刈谷市、知立市、高浜市、
東浦町）の医療機関に展開してきました地域医療ネットワーク「KTメディネット」
を昨年8月にシステム更新してから間もなく半年になります。システム更新直後から
様々な不具合が発生し、特に画像閲覧障害においては4か月間画像閲覧できない
状態が続き、先生方の診療にご迷惑をおかけしたことを改めてお詫びいたします。
昨年末までには諸々の不具合も解消し、現在はカルテ参照・画像閲覧機能、診療・
検査予約、紹介状作成等においてご利用いただけているかと思います。11月に実施
させていただいた施設アンケートのフリーコメント欄にもKTメディネットに関連
するご意見、ご要望を沢山いただき、多くの先生方にご利用頂いていることを実感
いたしました。中にはシステム更新によって以前よりも使い勝手が悪くなったとの
厳しいご意見もあり、頂いたご意見は今後のシステム改善に生かし、更に使いやすい
「KTメディネット」にしていきたいと思っております。今後も地域完結型医療に
おける当院の役割を果たしていきたいと思いますので、皆さまにおかれましては
変わらぬご支援を賜りますよう何卒よろしくお願いいたします。

地域医療ネットワーク「KTメディネット」
の更新にあたり

COVER TALK

患者サポートセンター
　地域連携室　リーダー

　平松 敬明

COVER TALK ……………  
地域医療連携 ………………
PICK UP!……………………
研修・セミナーのご案内……

CONTENTS
1
2
3
4

〒448-8505 愛知県刈谷市住吉町5丁目15番地
地域連携室 （地域連携グループ）TEL:0566-25-8304　FAX:0566-27-6956 
 （在宅支援グループ）TEL:0566-25-8168　FAX:0566-27-6956

地連ほっとLINE4

研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内 

●在宅呼吸ケア地域連携の会
肺機能が弱い患者や在宅酸素療法を行っている患者のよりよい在宅呼吸ケアサービスが多職種で提供できるよう
地域連携を進めていくための会

日　時
対象者
問合せ

平成30年2月10日（土）　午前10時～12時

在宅呼吸ケアに関わる、あるいは興味のある医療系・介護系スタッフの方など

0566-25-8304 <地域連携室>

診療棟5階　第1・2会議室会　場

●消化器　検討会
消化器疾患についての症例検討会

日　時
対象者
問合せ

平成30年2月22日（木）　午後7時30分～9時

医師（日本医師会生涯教育認定単位が取得できます）

0566-25-8304 <地域連携室>

診療棟2階　研究室会　場

●呼吸器・循環器　検討会
呼吸器・循環器疾患についての症例検討会

日　時
対象者

平成30年3月29日（木）　午後7時30分～9時

医師（日本医師会生涯教育認定単位が取得できます） 
診療棟5階　第3会議室

0566-25-8304 <地域連携室>

会　場
問合せ

●訪問看護呼吸ケアケーススタディ
症例を通して在宅呼吸ケアについて学ぶ会

日　時

対象者

問合せ

平成30年3月2日（金）　午後4時～6時

在宅呼吸ケア症例を担当中の訪問看護ステーション、介護系スタッフの方など施設別に開催時間が
異なります。新規参加御希望の方は、予め地域連携室にご連絡下さい。

0566-25-8304 <地域連携室>

内科外来会　場

●第22回KRC（刈谷連携キャンパス）
地域で支える様々な疾患や障害についての知識技術を深める勉強会

テーマ
日　時
対象者

地域でつながろう!こども発達支援

平成30年3月3日（土）　午後2時30分～4時

医療・介護・福祉に関わる専門職

診療棟5階　第1・2会議室会　場
0566-25-8025〈リハビリテーション科〉問合せ

研修・セミナーのご案内 

発行日/平成30年2月1日　発行元/地域連携室

Vol.112018.2

●在宅医療・介護・地域の包括的連携を進める会
地域の多職種ならびに医療・介護系事業所等と包括的な協働連携を具体的に進める会

日　時

会　場

対象者

問合せ

第8回　平成30年2月10（土）　午後3時～5時／テーマ：地域の包括的協働連携における薬剤師の役割
第9回　平成30年3月24（土）　午後3時～5時／テーマ：包括的地域協働連携における課題点とその対策

診療棟5階　第1・2会議室

医師（日本医師会生涯教育認定単位が取得できます）
薬剤師（日本薬剤師研修センター研修認定薬剤師制度の単位が取得できます）
医療・介護系事業所の多職種の皆さま

0566-25-8304 <地域連携室>
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当院の旬の情報をお届けいたします！

〈在宅患者さんへの訪問栄養食事指導開始に向けて〉

お問い合わせ先
刈谷豊田総合病院
TEL.0566-25-8387 栄養科　担当 : 中村 宏

●今後の展開
　近隣の医療機関や福祉施設との連携体制を築き、希望される利用者さんに「在宅訪問栄養食事指導」ができるよう、
訪問栄養に関わらず栄養や食事に関することで何かご相談があればいつでもご連絡ください。

●活動状況
　当院へ定期受診されている患者さんと、刈谷訪問看護ステーションの利用者さんに対して食事や栄養の相談を
訪問看護・訪問薬剤に同行訪問させていただき活動をしております。

●対象者
①腎臓病、肝臓病、糖尿病、胃潰瘍、貧血、膵臓病、高脂血症、痛風、心臓病、高血圧、消化管の手術後、クローン病、
潰瘍性大腸炎、高度肥満などの特別食が必要な場合。
②医師が栄養管理により低栄養状態の改善を要すると判断した場合。

●費用

●相談内容
◎調理指導、買い物相談
◎ヘルパーへ食事や栄養に関する相談
◎食事摂取量と栄養状態のチェック
◎食事の計画の作成

◎状態に合わせた食事内容
　などの相談
◎栄養補給方法の提案
◎栄養補助食品の案内

骨吸収抑制薬を投与する前に歯科受診を！

ビスフォスフォネート（BP）は破骨細胞を抑制することにより骨吸収を阻害する薬剤で、骨粗鬆症患者および骨転移を有す
るがん患者の治療に広く用いられています。近年では骨病変の新たな治療薬としてデノスマブが用いられるようになりました。
これらは作用機序が異なるものの、臨床的に酷似する顎骨壊死の発生に関与します。骨吸収抑制薬関連顎骨壊死は稀な合併症
ですが、発生すると治癒が容易ではありません。2003年にBP関連顎骨壊死が報告されて以降、多くの症例の蓄積と
その検討などにより徐々にBP関連顎骨壊死の病態に対する理解が深まってきました。口腔管理を入念に行えば、あるいは
歯周組織や根尖の病変を除いておけば顎骨壊死の発生を予防できることが明らかになりつつあります。
この骨吸収抑制薬関連顎骨壊死に対して最も大切なことは、主治医である医師と歯科医師との緊密な連携です。主治医は骨

吸収抑制薬治療を開始する前に、患者へこの治療による顎骨壊死発生のリスク等について情報提供していただければと思い
ます。またこれらの薬剤の投与前に、主治医が患者に歯科受診により口腔内衛生状態を改善するようにご依頼ください。投与
開始後であっても、ぜひ歯科受診をご依頼ください。また投与中の定期的歯科検診も大切です。当科では、骨吸収抑制薬投与
前や投与中の外科的処置や、骨吸収抑制薬関連顎骨壊死の治療等を行い、補綴処置や定期検診についてはかかりつけ歯科にご
依頼いたします。近隣の医科、歯科の皆さまとともに骨吸収抑制薬関連顎骨壊死発生の予防に取り組んでいければと思います。

歯科口腔外科　部長
　渡邉和代

□BP関連顎骨壊死から病的骨折に至った症例（80代男性）
経過：骨粗鬆症と診断され、5年間ビスフォスフォネート製剤内服。左下大臼歯の疼痛腫脹があり、近歯科で抜歯した後、抜歯

窩治癒不全、排膿が続いていた。病院口腔外科で腐骨除去を行い、いったん疼痛排膿は改善したが、その後病的骨折を来し、下顎
骨離断術を行った。

初診時 腐骨除去後

平成30年1月より初診予約方法が変わりました。今まで歯科口腔外科に直接お電話していただいておりましたが、他科の
予約取得方法と同様、今後は地域連携室にて予約を承ります。

歯科口腔外科の予約方法が変わりました

診療情報提供書を作成していただき、地域連携室へ FAX送信をお願いします。1

FAX. 0566-27-6956 地域連携室（直通）

患者さんに診療情報提供書をお渡ししていただき、地域連携室に直接お電話するようにお伝えください。2

TEL. 0566-25-8304 地域連携室（直通）

患者さんとご相談し、予約日を決めさせていただきます。3
※（注）地域連携室では緊急性の判断は行いません。炎症等、主治医が緊急性を要すると判断した場合は、11：00迄に予約なしで歯科口腔外科を受診
　するようにお伝えください。

“とろみ食”の調理指導の様子 管理栄養士がご家庭を訪問する様子

多職種カンファレンスの様子

　「在宅訪問栄養食事指導」とは通院などが困難で栄養や
食事の管理が必要な方のために、管理栄養士がご家庭に
定期的に訪問し、療養上に必要な栄養や食事の管理及び
相談を行うものです。
　団塊の世代が75歳以上となる2025年には在宅での
療養者や要介護者が増加し、在宅での栄養ケアサービス
の需要が増大することが予想されています。しかし、そ
ういった在宅療養者に対し、在宅訪問栄養食事指導を提
供できる管理栄養士や施設はまだまだ少ない状況にあり
ます。そこで、当院栄養科では在宅医療と関わる他職種
と連携が取れ、かつ在宅療養者の疾患・病状・栄養状態
に適した訪問栄養食事指導ができる管理栄養士の育成お
よび体制づくりを始めております。

栄養科（管理栄養士）　リーダー　中村 宏

居宅系療養者（1割負担の場合）
医療保険:1回の訪問ごとに450円
介護保険:1回の訪問ごとに452円

在宅療養者（1割負担の場合）
医療保険:1回の訪問ごとに530円
介護保険:1回の訪問ごとに533円

  初診受付 平日、第1・3土曜日　7:30～11:00　（診察は9時～）

TEL. 0566-25-8020 歯科口腔外科（直通）
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在宅療養者（1割負担の場合）
医療保険:1回の訪問ごとに530円
介護保険:1回の訪問ごとに533円

  初診受付 平日、第1・3土曜日　7:30～11:00　（診察は9時～）

TEL. 0566-25-8020 歯科口腔外科（直通）



　平素は当院との地域医療連携にご理解、ご協力をいただき、誠にありがとうござ
います。病診連携の大切なツールとして衣浦定住自立圏（刈谷市、知立市、高浜市、
東浦町）の医療機関に展開してきました地域医療ネットワーク「KTメディネット」
を昨年8月にシステム更新してから間もなく半年になります。システム更新直後から
様々な不具合が発生し、特に画像閲覧障害においては4か月間画像閲覧できない
状態が続き、先生方の診療にご迷惑をおかけしたことを改めてお詫びいたします。
昨年末までには諸々の不具合も解消し、現在はカルテ参照・画像閲覧機能、診療・
検査予約、紹介状作成等においてご利用いただけているかと思います。11月に実施
させていただいた施設アンケートのフリーコメント欄にもKTメディネットに関連
するご意見、ご要望を沢山いただき、多くの先生方にご利用頂いていることを実感
いたしました。中にはシステム更新によって以前よりも使い勝手が悪くなったとの
厳しいご意見もあり、頂いたご意見は今後のシステム改善に生かし、更に使いやすい
「KTメディネット」にしていきたいと思っております。今後も地域完結型医療に
おける当院の役割を果たしていきたいと思いますので、皆さまにおかれましては
変わらぬご支援を賜りますよう何卒よろしくお願いいたします。

地域医療ネットワーク「KTメディネット」
の更新にあたり

COVER TALK

患者サポートセンター
　地域連携室　リーダー

　平松 敬明
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地域連携室 （地域連携グループ）TEL:0566-25-8304　FAX:0566-27-6956 
 （在宅支援グループ）TEL:0566-25-8168　FAX:0566-27-6956
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●在宅呼吸ケア地域連携の会
肺機能が弱い患者や在宅酸素療法を行っている患者のよりよい在宅呼吸ケアサービスが多職種で提供できるよう
地域連携を進めていくための会

日　時
対象者
問合せ

平成30年2月10日（土）　午前10時～12時

在宅呼吸ケアに関わる、あるいは興味のある医療系・介護系スタッフの方など

0566-25-8304 <地域連携室>

診療棟5階　第1・2会議室会　場

●消化器　検討会
消化器疾患についての症例検討会

日　時
対象者
問合せ

平成30年2月22日（木）　午後7時30分～9時

医師（日本医師会生涯教育認定単位が取得できます）

0566-25-8304 <地域連携室>

診療棟2階　研究室会　場

●呼吸器・循環器　検討会
呼吸器・循環器疾患についての症例検討会

日　時
対象者

平成30年3月29日（木）　午後7時30分～9時

医師（日本医師会生涯教育認定単位が取得できます） 
診療棟5階　第3会議室

0566-25-8304 <地域連携室>

会　場
問合せ

●訪問看護呼吸ケアケーススタディ
症例を通して在宅呼吸ケアについて学ぶ会

日　時

対象者

問合せ

平成30年3月2日（金）　午後4時～6時

在宅呼吸ケア症例を担当中の訪問看護ステーション、介護系スタッフの方など施設別に開催時間が
異なります。新規参加御希望の方は、予め地域連携室にご連絡下さい。

0566-25-8304 <地域連携室>

内科外来会　場

●第22回KRC（刈谷連携キャンパス）
地域で支える様々な疾患や障害についての知識技術を深める勉強会

テーマ
日　時
対象者

地域でつながろう!こども発達支援

平成30年3月3日（土）　午後2時30分～4時

医療・介護・福祉に関わる専門職

診療棟5階　第1・2会議室会　場
0566-25-8025〈リハビリテーション科〉問合せ

研修・セミナーのご案内 

発行日/平成30年2月1日　発行元/地域連携室

Vol.112018.2

●在宅医療・介護・地域の包括的連携を進める会
地域の多職種ならびに医療・介護系事業所等と包括的な協働連携を具体的に進める会

日　時

会　場

対象者

問合せ

第8回　平成30年2月10（土）　午後3時～5時／テーマ：地域の包括的協働連携における薬剤師の役割
第9回　平成30年3月24（土）　午後3時～5時／テーマ：包括的地域協働連携における課題点とその対策

診療棟5階　第1・2会議室

医師（日本医師会生涯教育認定単位が取得できます）
薬剤師（日本薬剤師研修センター研修認定薬剤師制度の単位が取得できます）
医療・介護系事業所の多職種の皆さま

0566-25-8304 <地域連携室>




